
海底広域研究船「かいめい」を母船とする無人探
査機です。「かいこう」など他の探査機と同じよ
うに、海底に着底した状態でマニピュレータを
使った作業を行うことができます。機体下部のサ
ンプルバスケットは収納することができるので、
マニピュレータを使用するときに手元の作業がし
やすくなっています。 また、機体の位置や姿勢を
自動で制御することにも優れています。自動制御
には深度や高度、速度などのセンサデータが使
用されており、潮流がある場合でも流されずに姿
勢を安定させることができます。カメラで生物な
どを観察するときには定点保持することもできる
ほか、指定した距離を進むごとにとまってサンプ
リングするといった使い方もできます。

完　成
全　長
幅
高　さ
空中重量
最大潜航深度
製造メーカー

2016年
2.9 m
1.7 m
2.5 m
3.9 トン
3,000 m
TechnipFMC Schilling Robotics
（建造時： Schilling Robotics）

マニピュレータ
サンプルバスケット

スラスタ

パンチルト
カメラ

CTD 計

前方探査
ソーナー

HDTVカメラ

「かいめい」船上のコンテナ内の操縦盤

「KM-ROV」無人探査機


